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第47回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　この度、新型コロナウイルスの感染症（ＣＯＶＩＤ-19）に罹患された方々及び関係者の皆様、
また感染症拡大により影響を受けられている皆様に、心よりお見舞い申し上げますとともに、一
日も早い回復をお祈りいたします。
　さて、当社第47回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
　なお、本株主総会は、新型コロナウイルスの感染リスクを避けるため、株主の皆様には、株主
総会当日の来場を見合わせていただき、書面又は電磁的方法（インターネット等）によって議決
権行使を行っていただくことをご推奨申し上げます。お手数ながら後記の株主総会参考書類をご
検討のうえ、2020年６月26日（金曜日）午後５時30分までに議決権をご行使くださいますようお
願い申し上げます。

敬　具
記

１．日　　時 2020年６月29日（月曜日）午前10時
※受付開始は午前９時を予定しております。

２．場　　所 埼玉県吉川市旭７番地１　当社本店６階会議室
（末尾記載の会場ご案内図をご参照ください。）

３．会議の目的事項
報告事項 １．第47期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）事業報告、

連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第47期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項
第１号議案 剰余金の配当の件
第２号議案 取締役11名選任の件
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４．その他本招集ご通知に関する事項
１．連結計算書類の「連結注記表」及び計算書類の「個別注記表」は、法令及び当社定款第

14条の規定に基づき、当社ホームページ（https://www.momotaro.co.jp/）に掲載
しておりますので、本株主総会招集ご通知には記載しておりません。なお、監査役及び
会計監査人が監査した連結計算書類及び計算書類には、本株主総会招集ご通知の添付書
類に記載の各書類のほか、当社ホームページに掲載している連結計算書類の「連結注記
表」及び計算書類の「個別注記表」も含まれております。

２．事業報告、計算書類、連結計算書類及び株主総会参考書類の記載事項を修正する必要が
生じた場合は、修正後の事項を当社ホームページに掲載いたしますのでご了承ください。

以　　上
株主の皆様へ

新型コロナウイルス感染予防対策について
　新型コロナウイルス感染防止の観点から、下記の対応を取らせていただきますので、事情
ご賢察のうえ、ご理解並びにご協力を賜りますようお願い申し上げます。
１.当社の対応について
 ・株主総会の役員及び運営スタッフは、検温等を含めて体調を確認したうえで参加いたし

ます。また、役員及び運営スタッフはマスクを着用させていただきます。
 ・消毒液を設置いたします。
２.株主の皆様へのお願い
 ・本株主総会におかれましては、事前の議決権行使をご検討下さい。
 ・株主総会にご出席を検討されている株主様におかれましては、当日までの健康状態にご

留意いただき、ご無理のないようにお願い申し上げます。
 ・ご高齢の方や基礎疾患がある方、妊娠されている方におかれましては、株主総会への出

席を見合わせることもご検討下さい。
３.ご来場いただく株主様へのお願い
 ・ご来場の株主様におかれましては、ご自身の体調をお確かめのうえ、マスク着用などの

感染予防にご配慮いただきますようお願い申し上げます。
 ・感染拡大防止の観点から、本株主総会会場の座席数を削減いたします。満席となった場

合には、ご入場できないことがございます。万が一、ご入場できない場合には、何卒ご
容赦いただきますようお願い申し上げます。

　本総会会場においては、感染予防策を徹底いたしますが、感染リスクを完全に排除するこ
とはできません。総会当日までに、ご自身及び周囲への感染予防のため慎重なご判断をお願
い申し上げます。
　 ま た 、 今 後 本 対 応 に 追 加 す べ き 事 項 が 生 じ た 場 合 は 、 当 社 ホ ー ム ペ ー ジ
（https://www.momotaro.co.jp/）に掲載させていただきます。
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議決権行使等についてのご案内
議決権は、以下の３つの方法により行使いただくことができます。

株主総会にご出席される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。（ご捺印は不要です。）

日 時 2020年６月29日（月曜日）午前10時（受付開始：午前９時予定）
場 所 埼玉県吉川市旭７番地１　当社本店６階会議室

（末尾記載の会場ご案内図をご参照ください。）

郵送で議決権を行使される場合

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、切手を貼らずにご投函ください。

行使期限 2020年６月26日（金曜日）午後５時30分到着分まで
インターネットで議決権を行使される場合

パソコン又はスマートフォンから議決権行使が可能となっております。パソコンの場合は次ページ
（２.「議決権行使ウェブサイト」による方法）を、スマートフォンの場合は次ページ（１.「スマート
行使」による方法及び、２.「議決権行使ウェブサイト」による方法）にてお願いいたします。

行使期限 2020年６月26日（金曜日）午後５時30分まで
① 株主様以外の方による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利用の株主様

には、議決権行使サイト上で「仮パスワード」の変更をお願いすることとなりますのでご了承ください。
② 株主総会の招集の都度、新しい「ログインID」及び「仮パスワード」をご通知いたします。
③ 議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金・電話料金等）は株主様の

ご負担となります。

議決権電子行使プラットフォームについて
　管理信託銀行等の名義株主様（常任代理人様を含みます。）につきましては、株式会社東京証券取引所等によ
り設立されました合弁会社 株式会社ICJが運営する議決権電子行使プラットフォームの利用を事前に申し込まれ
た場合には、当社株主総会における電磁的方法による議決権行使の方法として、インターネットによる議決権行
使以外に、当該プラットフォームをご利用いただくことができます。
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インターネットによる議決権行使のご案内
インターネットによる議決権行使について
１．「スマート行使」による方法
(1) 同封の議決権行使書用紙右下に記載のQRコードをスマートフォンにてお読み取りいただき、「スマート行

使」へアクセスしていただき、画面の案内に従ってご入力ください（ID・パスワードのご入力は不要です）。
(2) 「スマート行使」による議決権行使は１回限りです。

２．「議決権行使ウェブサイト」（ID・パスワード入力）による方法
(1) 「議決権行使ウェブサイト」（下記URL）にアクセスしていただき、同封の議決権行使書用紙右片に記載の

議決権行使コード及びパスワードにてログインしていただき、画面の案内に従ってご入力ください。なお、
セキュリティ確保のため、初回ログインの際にパスワードを変更いただく必要があります。

https://soukai.mizuho-tb.co.jp/

(2) パスワード（株主様が変更されたものを含みます。）は今回の株主総会のみ有効です。
(3) パスワードは、行使される方がご本人であることを確認する手段です。当社よりパスワードをお問い合わせ

することはございません。
(4) パスワードは一定回数以上間違えるとロックされ使用できなくなります。ロックされた場合は、画面の案内

に従ってお手続きください。

３．ご注意
(1) 行使期限は2020年６月26日（金曜日）午後５時30分までであり、同時刻までにご入力を終える必要があり

ます。お早めのご行使をお願いいたします。
(2) 「スマート行使」による議決権行使後に行使内容を修正される場合は、お手数ですが上記２．に記載の方法

でご修正いただきますようお願い申し上げます。
(3) 郵送とインターネットにより、議決権を重複してご行使された場合は、インターネットによるものを有効と

します。複数回ご行使された場合は、最後にご行使されたものを有効とします。
(4) インターネットによる議決権行使は一般的なインターネット接続機器にて動作確認を行っておりますが、ご

利用の機器やその状況によってはご利用いただけない場合があります。

４．お問い合わせ先について
　ご不明点は、株主名簿管理人であるみずほ信託銀行　証券代行部までお問い合わせください。

議決権行使ウェブサイトの操作方法等に関する専用お問い合わせ先

フリーダイヤル 0120-768-524（平日　９：00～21：00）
以　上
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（添付書類）

事 業 報 告
[ 2019年 4 月 1 日から

2020年 3 月31日まで ]

１．企業集団の現況に関する事項

（１）事業の経過及びその成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推

移いたしました。しかしながら、消費税引き上げの影響に加え、新型コロナウイルス感染症が世界規模で拡
大しており、国内外を含めた経済の下振れリスクが高まり、景気の先行きは極めて不透明な状況となってお
ります。

物流業界におきましては、一段と逼迫する労働力と稼働車両不足への対応など、依然として厳しい経営環
境で推移しております。

このような環境のもと当社グループは、顧客へのサービスレベルを向上させ、クオリティの高い物流シス
テムの構築を目指すと共に、更なる事業領域拡大のため「３ＰＬ＆プラットフォームカンパニー」をコンセ
プトとした新たな中期経営計画をスタートさせました。

成長著しいＥＣ市場において、独自のラストワンマイル配送網を構築し、個人事業主「ＭＱＡ（Momotaro・
Quick Ace）」を開業支援する仕組みを発展させると共に、低温食品物流事業のサービスメニュー「ＡＺ－
ＣＯＭ７ＰＬ」において、物流品質の均質化と機能拡張を図り、海外市場の開拓及び海外からの人材確保に
も挑戦してまいりました。更に平常時のみならず災害等による非常時においても安全・安心・安定した物流
を提供すべく、ＢＣＰ物流事業の強化に加え、「ＡＺ－ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク」におけるパートナ
ー企業との相互扶助に基づく連携により人材と車両を確保・共有し、社会インフラとしての物流基盤の構築
に取組んでおります。

また、機能戦略の強化として「人材の確保及び育成」「先端技術の研究・活用」「新たな市場開発」に傾
注し、労働人口の減少と技術革新が進む環境下において、持続的成長を実現する経営基盤の強化に努めてま
いりました。

以上の結果、当社グループの当連結会計年度における経営成績は、売上高98,348百万円（前期比14.9％
増）、営業利益7,194百万円（同23.7％増）、経常利益7,392百万円（同22.3％増）、親会社株主に帰属す
る当期純利益は4,818百万円（同23.5％増）の増収増益となりました。
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セグメント別の状況は次のとおりであります。
（物流事業）

＜ＥＣ・常温物流＞
　日用雑貨を中心とするＥＣ・常温物流においては、「ＥＣラストワンマイル当日お届けサービス」の
受託エリアにおける稼働拠点及び車両台数が順次拡大したことに加え、新たな３ＰＬ業務受託などが寄
与した結果、売上高は37,627百万円（前期比29.0％増）となりました。

＜食品物流＞
　低温食品を中心とした食品物流においては、「ＡＺ－ＣＯＭ７ＰＬ」（アズコム　セブン・パフォー
マンス・ロジスティクス／７つの経営支援機能を付加した３ＰＬ）戦略に基づく物流改革提案により獲
得した新規物流センターの稼働実績が順次業績に寄与した結果、売上高は39,424百万円（前期比9.0％
増）となりました。

＜医薬・医療物流＞
　医薬・医療物流においては、主要取引先であるドラッグストアをはじめとする既存取引先にて、新規
出店や新たな物流拠点の稼働が寄与した結果、売上高は20,357百万円（前期比5.1％増）となりました。

　利益面では、新たな物流センター設備や車両に対する投資に加え、労働力確保に向けた積極採用に伴う
コストの増加はあるものの、日次決算マネジメントの強化による生産性向上をはじめ、積極的な事業拡大
による効果が表れた結果、物流事業における売上高は97,410百万円（前期比15.0％増）、セグメント利
益（営業利益）は6,912百万円（同23.3％増）の増収増益となりました。

（その他）
　文書保管事業においては、既存取引先との取引拡大や新規取引先からのＢＰＯ（ビジネスプロセス・ア
ウトソーシング）に係る新規案件の受託に努めた結果、売上高は938百万円（前期比4.1％増）、セグメン
ト利益（営業利益）は281百万円（同36.4％増）の増収増益となりました。

（２）設備投資等の状況
　当連結会計年度における設備投資等の総額はリース資産を含め2,156百万円となりました。
その主なものは、物流事業につきましては、新規及び既存物流センターの設備に696百万円であります。
その他につきましては、秩父ＢＰＯセンターの設備に469百万円の投資を行っております。

（３）資金調達の状況
　該当事項はありません。

－ 6 －

当事業年度の事業の状況、設備投資等の状況、資金調達の状況



（４）対処すべき課題
　当社グループを取り巻く経営環境は、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大を受け、
国内外における政治・経済情勢への懸念が払拭されておらず、今後も先行き不透明な状況が
続くものと思われます。また、少子高齢化による労働人口の減少も大きな課題となってきて
おります。
　このような状況のもと、当社といたしましては、経営資源の集中による効率化と更なるコ
スト削減を図り、顧客のあらゆるご要望にお応えできるよう、業務改革や社員一人ひとりの
意識・行動変革に取り組んでまいります。また、人材及び稼働車両不足等の問題の解決に努
めると共に、当社グループの採用活動の強化を継続し、業容拡大に対処できる人材の確保を
図ってまいります。主な施策としましては、以下のとおりとなります。
① 営業体制の強化
　新規顧客を獲得するため、低温食品物流の分野に営業ターゲットを絞り込み、引き続き顧客に
密着した集中営業活動を展開し、いち早く顧客のニーズを収集し、ニーズに見合う物流改善提案
を行うことで、新規顧客の開拓及び既存顧客の業務シェア拡大に努めてまいります。

② 業務体制の強化
　日々変動する顧客の物量動向を注視し、人員配置や効率的な配車などきめ細かな経費コントロ
ールと業務効率の改善を目的とした「日次決算マネジメント」を全社で完全実施することで、あ
らゆる環境変化に即座に対応が出来る安定した収益基盤の構築に努めてまいります。
　また、顕在化している人材及び稼働車両不足等の諸問題を解決すべく、「ＡＺ－ＣＯＭ丸和・
支援ネットワーク」の会員規模拡大に努め、パートナー企業との連携強化による安定した輸配送
体制の構築と人材の確保に引き続き取り組んでまいります。

③ 採用活動の強化
　労働人口の減少が進行する中、今後の事業拡大のためには、各事業領域における人材の確保が
必要不可欠となります。このため、全社オールリクルート体制の推進を図り、全国の大学、高校
における就職窓口とのコミュニケーション強化と採用担当社員の増員を図り、優秀な人材を確保
できるよう取り組んでまいります。

④ 管理体制の強化
　社会から信用・信頼される企業づくりのため、法令遵守はもとより、内部管理体制やリスク管
理体制の強化に努め、企業倫理に則った行動の徹底に努めることで、健全な企業経営を推進して
まいります。

また、政府が推進する「働き方改革」を背景に「働き方改革推進委員会」を組織し、長時間労
働の抑制、雇用格差の是正、労働生産性の向上などの労働環境の改善に取り組むことで、全ての
従業員がやりがいを持って活き活きと活躍できる職場づくりに取り組んでまいります。

⑤ 安全対策の強化
　物流会社としての社会的責任を果たすため、デジタル・タコグラフ、ドライブレコーダーをは
じめとする最先端の輸配送管理システム（ＴＭＳ）を導入するとともに、作業の安全確保や交通
事故の防止などの更なる安全強化対策に取り組んでまいります。また、エコドライブの推進や車
両・施設における環境負荷軽減など、環境保全に対しても積極的に取り組んでまいります。
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（５）財産及び損益の状況の推移
① 企業集団の財産及び損益の状況

第 44 期
2017年３月期

第 45 期
2018年３月期

第 46 期
2019年３月期

第 47 期
(当連結会計年度)

2020年３月期
売上高（百万円） 67,179 74,359 85,590 98,348
経常利益（百万円） 4,610 4,752 6,046 7,392
親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 3,080 3,044 3,901 4,818
１株当たり当期純利益（円） 48.08 47.57 60.89 75.15
総資産（百万円） 36,697 39,454 45,545 48,423
純資産（百万円） 17,935 20,617 23,033 26,328
１株当たり純資産額（円） 280.29 321.92 359.37 412.10

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。
２．１株当たり当期純利益は、期中平均株式数により算出しております。
３．１株当たり純資産額は、期末発行済株式数により算出しております。
４．当社は、2017年10月１日付及び2019年10月１日付において、それぞれ普通株式１株につき２株の

割合をもって株式分割を行っております。これに伴い、第44期の期首に当該株式分割が行われたもの
と仮定し、１株当たり当期純利益及び１株当たり純資産額を算定しております。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 2018年２月16日)等を前連結会計年度の期首から
適用しており、第45期の総資産の金額は、当該会計基準等を遡って適用した後の金額となっております。

② 当社の財産及び損益の状況
第 44 期

2017年３月期
第 45 期

2018年３月期
第 46 期

2019年３月期
第 47 期

（当事業年度）
2020年３月期

売上高（百万円） 43,903 49,996 59,184 67,457
経常利益（百万円） 3,688 3,463 4,771 5,361
当期純利益（百万円） 2,841 2,651 3,451 3,891
１株当たり当期純利益（円） 44.36 41.42 53.87 60.70
総資産（百万円） 26,785 31,183 36,455 38,806
純資産（百万円） 14,321 16,686 18,682 21,050
１株当たり純資産額（円） 223.81 260.54 291.49 329.50

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。
２．１株当たり当期純利益は、期中平均株式数により算出しております。
３．１株当たり純資産額は、期末発行済株式数により算出しております。
４．当社は、2017年10月１日付及び2019年10月１日付において、それぞれ普通株式１株につき２株の

割合をもって株式分割を行っております。これに伴い、第44期の期首に当該株式分割が行われたもの
と仮定し、１株当たり当期純利益及び１株当たり純資産額を算定しております。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 2018年２月16日)等を前事業年度の期首から適用
しており、第45期の総資産の金額は、当該会計基準等を遡って適用した後の金額となっております。
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（６）主要な事業内容（2020年３月31日現在）
セグメントの名称 主な事業内容

物流事業 サードパーティ・ロジスティクス（３ＰＬ）
輸配送サービス　等

その他 文書保管事業
不動産賃貸事業

（７）主要な営業所及び物流センター（2020年３月31日現在）
① 当社

名称 所在地
本社 埼玉県吉川市
アズコム吉川ＭＫ共配 埼玉県吉川市
吉川営業所 埼玉県吉川市
アズコム流山物流センター 千葉県流山市
アズコム久喜共配 埼玉県久喜市
ＥＣラストワンマイル事業部 東京都荒川区
アズコム神奈川ＭＫ共配 神奈川県相模原市中央区
アズコム北関東ＭＫ共配 栃木県足利市
山形食品物流センター 山形県山形市

② 主要な子会社
会社名 所在地

(株)北海道丸和ロジスティクス 本社：北海道石狩市
(株)東北丸和ロジスティクス 本社：宮城県仙台市太白区
(株)関西丸和ロジスティクス 本社：京都府綾部市
(株)中四国丸和ロジスティクス 本社：高知県高知市
(株)九州丸和ロジスティクス 本社：福岡県福岡市東区
(株)丸和通運 本社：東京都荒川区
(株)ジャパンクイックサービス 本社：東京都荒川区
(株)ＮＳ丸和ロジスティクス 本社：東京都荒川区
(株)アズコムデータセキュリティ 本社：埼玉県秩父市
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（８）従業員の状況（2020年３月31日現在）
① 企業集団の従業員の状況

セグメント名称 従業員数 前期末比増減
物流事業 2,990名 〔4,408名〕 187名増 〔342名増〕
その他 41名 〔44名〕 1名増 〔11名減〕
合計 3,031名 〔4,452名〕 188名増 〔331名増〕

（注）従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は〔　〕内に年間平均人員を外数で記載しております。

② 当社の従業員の状況
従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

1,232名 〔2,827名〕 89名減 〔131名増〕 38.6歳 9.6年
（注）１.従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は〔　〕内に年間平均人員を外数で記載しております。

２.従業員数が前期末と比べ89名減少したのは、当社子会社である㈱ＮＳ丸和ロジスティクスへの事業譲渡
等によるものであります。

（９）重要な子会社の状況
会社名 資本金

（百万円）
当社の議決権比率

（％） 主要な事業内容

（株）関西丸和ロジスティクス 81 100.0
（22.8）

サードパーティ・ロジスティクス
（３ＰＬ）、輸配送サービス　等

（注） 当社の議決権比率の（ ）内は、間接所有割合を内数で示しております。

（10）主要な借入先及び借入額（2020年３月31日現在）
借入先 借入金残高（百万円）

(株)埼玉りそな銀行 1,619
(株)三菱ＵＦＪ銀行 989
(株)千葉銀行 516

（注）2020年３月31日現在の借入金残高が、500百万円以上の金融機関を記載しております。

（11）その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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２．株式に関する事項（2020年３月31日現在）

（１）発行可能株式総数 96,000,000株
（２）発行済株式の総数 64,326,960株
（３）株主数 4,796名
（４）単元株式数 100株
（５）上位10名の株主の状況

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

株式会社ＷＡＳＡＭＩ 21,600,000 33.71

和佐見　勝 16,541,240 25.82

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 2,684,700 4.19

株式会社マツモトキヨシホールディングス 2,519,200 3.93

丸和運輸機関社員持株会 1,289,776 2.01

トーヨーカネツ株式会社 1,089,200 1.70

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,028,600 1.61

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＣＬＩＥＮＴ　ＯＭＮＩ
ＢＵＳ　ＡＣＣＯＵＮＴ　ＯＭ０２ 1,001,222 1.56

株式会社ダスキン 800,000 1.25

株式会社埼玉りそな銀行 643,600 1.00

（注）持株比率は自己株式（258,812株）を控除して計算しております。
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（６）当社が保有する株式に関する事項
① 政策保有株式に関する方針
　当社は持続的な成長と中長期的な事業戦略の実現、取引先との円滑な事業推進を図るた
め、当社の企業価値向上に必要な場合や保有意義が認められると判断した株式について取
得・保有しています。毎年、取締役会において個別銘柄ごとの検証のもと、保有の意義が希
薄と考えられる政策保有株式については縮減を図っております。
　事業戦略上保有している株式を含め、上場会社株式は個別銘柄ごとに取得・保有の意義
や、保有に伴う便益やリスク及び当社の追求する利益率（資本コストを下限）に見合ってい
るか等を毎年、取締役会において検証し、アライアンス効果や検証結果が基準を下回った保
有先とは採算改善交渉等を行い、改善が困難と判断される場合には保有株式を縮減すること
としております。

② 議決権行使方針及び基準
　政策保有株式の議決権行使については、株主価値の毀損につながるか否か及び当社への影
響等を基準として判断しております。また、それを踏まえた「議決権行使基準」を設け、個
別具体的な議案に照らし合わせて適切に行使いたします。

③ 政策保有株主から売却等の意向を示された場合の対応方法
　当社の株式を政策保有株式として保有する会社から売却等の意向が示された場合、取引の
縮減を示唆する等の意向を妨げる事は行わず、適切に対応を行ってまいります。

（７）その他株式に関する重要な事項
① 会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づき、取締役会の決議により以下のと

おり自己株式を取得しております。
区分 株式数(株） 価格総額（円）

取締役会（2020年３月９日）での決議状況
（取得期間　2020年３月11日～2020年５月31日） 1,500,000 3,000,000,000

当事業年度における取得自己株式 258,300 507,905,600

残存決議株式の総数及び価格の総額 1,241,700 2,492,094,400

② 当社は、2019年10月１日付において、普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割
を行っております。これに伴い、発行済株式の総数が32,153,080株増加しております。

③ 新株予約権（ストックオプション）の権利行使により、発行済株式の総数は35,800株増
加しております。
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３．新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。

４．会社役員に関する事項
（１）取締役及び監査役の状況（2020年３月31日現在）

地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長
最高経営責任者(ＣＥＯ) 和佐見　　　勝

(株)丸和通運取締役
(株)ＮＳ丸和ロジスティクス取締役
(一社)日本３ＰＬ協会会長
(一社)ＡＺ－ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク代表理事

取締役
専務執行役員 山 本 輝 明 ３ＰＬ食品物流統括本部長兼３ＰＬ食品物流本部長

(一社)ＡＺ－ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク理事
取締役
常務執行役員 藤 田 　 勉 経営戦略統括本部長兼経営戦略部長

(株)アズコムデータセキュリティ取締役
取締役
常務執行役員 河 田 和 美 総務統括本部長兼総務本部長

(株)丸和通運代表取締役社長
取締役
常務執行役員 葛 野 正 直 管理統括本部長

取締役
執行役員 小 倉 友 紀 ３ＰＬ物流統括本部長兼ＢＣＰ物流支援企画部長

(株)中四国丸和ロジスティクス取締役
取締役
執行役員 橋 本 英 雄 教育本部長兼教育部長

(株)ＮＳ丸和ロジスティクス取締役

取締役
執行役員 田 中 　 博

財務本部長兼財務部長
(株)丸和通運取締役
(株)北海道丸和ロジスティクス監査役

取締役
執行役員 岩 﨑 哲 律 ＥＣラストワンマイル事業本部長兼ＥＣラストワンマイルＭＱＡ開発部長

(株)東北丸和ロジスティクス取締役

取締役 廣 瀬 　 權

取締役 山 川 征 夫

常勤監査役 田 中 　 茂

監査役 藤 原 俊 彦 (株)丸和通運監査役
(株)アズコムデータセキュリティ監査役

監査役 岩 崎 　 明 (株)ソウケイ・ハイネット顧問
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（注）１．取締役　葛野正直氏は、2019年６月27日開催の第46回定時株主総会において選任され、就任いたし
ました。

２．取締役　廣瀬權及び山川征夫の両氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であり、東京証券取
引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

３．監査役　藤原俊彦及び岩崎明の両氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であり、東京証券取
引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
なお、社外監査役が法令に定める員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役として櫻庭広樹氏が
選任されております。

４．監査役　藤原俊彦及び岩崎明の両氏は、企業経営等の豊富な経験や実績、幅広い見識を有し、財務及
び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

５．取締役　飯原正浩氏（常務執行役員３ＰＬ食品物流統括本部長兼３ＰＬ食品物流本部長）は、2019年
11月30日をもって一身上の都合による辞任により、退任いたしました。

６．当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、各社外取締役及び各監査役との間において、同法第
423条第１項の損害賠償責任を限定する責任限定契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠
償責任の限度額は、法令が定める額としております。

７．当社では、経営の意思決定及び監督機能と業務執行機能を分離することで、それぞれの役割と責任を
明確化し、機能強化を目的に執行役員制度を導入しております。取締役を兼任しない執行役員は、次
のとおりであります。

地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

執行役員 小野島　　　茂 人事経営企画本部長兼人事企画部長
(株)北海道丸和ロジスティクス取締役

執行役員 三　上　友紀雄 人事採用本部長

執行役員 新 沼 　 実 ドラッグ物流運営本部長兼ドラッグ物流運営部長
(株)九州丸和ロジスティクス代表取締役社長

執行役員 大 塚 　 信

経理本部長
(株)九州丸和ロジスティクス取締役
(株)東北丸和ロジスティクス監査役
(株)関西丸和ロジスティクス監査役
(一社)ＡＺ－ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク監事

執行役員 和佐見　　　清 監査室長

執行役員 仮　屋　和　文 情報システム本部長
(株)ジャパンクイックサービス取締役

執行役員 秋 元 敏 良 運行システム運営本部長兼運行システム運営部長

執行役員 飯 塚 雅 之 ドラッグ物流運営本部副本部長
（株）アズコムデータセキュリティ代表取締役社長
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（２）取締役及び監査役の報酬等
① 報酬等の決定に関する方針と手続
　当社の取締役の報酬は、固定報酬である基本報酬のほかに業績連動型株式報酬から構成し
ています。固定報酬につきましては、株主総会で承認された報酬総額の範囲内で、業績、個
人の貢献度等を総合的に勘案し、取締役会にて決定しております。業績連動型株式報酬につ
きましては、中長期的視野をもって、業績の向上と株式価値との連動性を株主の皆様と共有
することで企業価値の増大への貢献意識を高めることを目的とし、業績達成度等に応じて当
社株式を給付する制度であります。なお、取締役が当社株式の給付を受ける時期は、原則と
して取締役の退任時となります。
　監査役の報酬額は、株主総会で承認された報酬額の範囲内で、監査役の協議により決定し
ております。

② 報酬等の額
役員区分 人数（人） 報酬等の額（百万円）
取締役

（うち社外取締役）
12
(２)

229
(10)

監査役
（うち社外監査役）

３
(２)

18
(９)

合計 15 247
（注）１．取締役の報酬限度額は、2009年６月26日開催の第36回定時株主総会の決議において、年額500百万

円以内となっております。
２．監査役の報酬限度額は、2015年６月26日開催の第42回定時株主総会の決議において、年額50百万円

以内となっております。
３．上記には、2019年11月30日をもって一身上の都合で退任した取締役１名を含んでおります。なお、

当事業年度末現在の人員数は、取締役11名、監査役３名であります。
４．上記の報酬等の額には、取締役に対する業績連動型株式報酬による当事業年度の費用計上額が含まれ

ております。

（３）社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該法人等との関係
　監査役 藤原俊彦氏は、（株）丸和通運及び（株）アズコムデータセキュリティの監査役
を兼職しております。なお、いずれも当社の連結子会社であります。
　監査役 岩崎明氏は、（株)ソウケイ・ハイネットの顧問を務めております。なお、当社と
同社との間には特別な関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況
地位 氏名 主な活動状況

取締役 廣 瀬 　 權
当事業年度に開催された取締役会21回のうち20回に出席し、必要に応じ
て取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言、提言を行
っております。

取締役 山　川　征　夫
当事業年度に開催された取締役会21回のうち20回に出席し、必要に応じ
て取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言、提言を行
っております。
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地位 氏名 主な活動状況

監査役 藤 原 俊 彦
当事業年度に開催された取締役会21回の全てに出席し、必要に応じて取
締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言、提言を行って
おります。また、監査役会14回の全てに出席し、監査結果についての意
見交換、監査に関する重要事項の協議等を行っております。

監査役 岩 崎 　 明
当事業年度に開催された取締役会21回の全てに出席し、必要に応じて取
締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言、提言を行って
おります。また、監査役会14回の全てに出席し、監査結果についての意
見交換、監査に関する重要事項の協議等を行っております。

５．会計監査人に関する事項
（１）会計監査人の名称

　ＥＹ新日本有限責任監査法人

（２）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
支払額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 43百万円

当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利
益の合計額 43百万円

（注）１．当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会
計監査人の監査の実施状況、監査計画及び報酬見積の相当性などを確認し、検討した結果、会計監査
人の報酬額につき会社法第399条第１項の同意を行っております。

２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分することができないため、当事業年度に係
る会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

（３）非監査業務の内容
　該当事項はありません。

（４）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　当社監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断し
た場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、
取締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合
は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定
した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と
解任の理由を報告いたします。
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６．会社の体制及び方針
（１）コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　当社は、経営理念として「お客様第一義を基本に、サードパーティ・ロジスティクス業界
のＮｏ．１企業を目指し、同志の幸福と豊かな社会づくりに貢献する」を掲げ、お客様や地
域社会をはじめとするステークホルダーと共に発展していくことを目指しております。
　経営理念の実現のためには、ステークホルダーに対する経営の透明性及び効率性を確保し、
コンプライアンス経営の遂行と企業倫理に基づく事業活動を行っていくことが必要でありま
す。そのため、当社は経営の透明性を図り、経営監視機能を発揮できるコーポレートガバナ
ンス体制を構築し、確立するとともに、基本方針として、コーポレートガバナンス・ガイド
ラインを定め、実効的なコーポレート・ガバナンスを追求いたします。

（２）業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
① 業務の適正を確保するための体制
　当社は、会社法第362条第４項第６号に規定する「取締役の職務の執行が法令及び定款に
適合することを確保するための体制その他株式会社の業務並びに当該株式会社及びその子
会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして法務省令で定める
体制」（内部統制システム）の整備に向けて2009年６月26日の取締役会において「内部統
制システムの基本方針」を定める決議を行っております。その後も、必要な見直しを行い、
以下の体制を構築しております。
イ．当社及び当社子会社の取締役並びに従業員の職務の執行が法令及び定款に適合するこ

とを確保するための体制
ａ．当社グループはコンプライアンス体制の基礎として、「丸和グループ行動憲章」を

定めるとともに、全役員及び全従業員が準拠すべき行動の規範として「丸和グルー
プ行動ルール」を定め周知徹底を図ります。また、コンプライアンスに関する体制
を整備するため、コンプライアンス・マニュアルを制定し、取締役並びに従業員が
法令及び社内諸規程を遵守した行動をとるよう定めるとともに、研修等を通じてそ
の浸透を図ります。

ｂ．当社グループは、従業員が社内でコンプライアンス違反やその疑いのある行為を発
見した場合に、相談・報告できる内部通報制度を構築し、必要に応じて通報内容の
調査と対応を実施します。

ｃ．業務執行部門から独立した監査室が、当社グループの法令及び内部規程の遵守状況
について内部監査を実施します。

ｄ．財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引法及び関連する規則等の定めに従
い「財務報告基本方針」を制定し、これに基づく適切な業務運営を行います。

ロ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
ａ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理が適切に行われるよう、取締役会規

程、稟議規程及び文書管理規程において、情報の保存及び管理の方法に関する事項
を定め、適切に保管及び管理を行います。

ｂ．取締役及び監査役が常時これらの情報を閲覧できる体制を構築します。
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ハ．当社及び当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
ａ．当社グループは、リスク管理体制を整備するために、「リスク管理規程」を定め、

効果的に運用することにより、リスクの軽減を図ります。
ｂ．当社グループのコンプライアンスを確実に実行するため、「リスク管理委員会」を

設置し、リスク管理に関する体制、方針を決定するとともに、各部署のリスク管理
体制を評価し、必要な改善を行います。

ｃ．重要な取引に関わるリスクについては、「見積・契約審査委員会」及び「投資委員
会」において、リスクの把握と対策の審議を行います。

ｄ．業務執行部門から独立した監査室が、リスク管理体制の構築・運用状況について、
内部監査を実施します。

ニ．当社及び当社子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための
体制
ａ．取締役の職務の執行が効率的に実施されることを確保するため、取締役会を毎月１

回開催し、重要事項の決定並びに取締役の業務執行状況の監督等を行います。
ｂ．当社は、経営上の意思決定と業務執行との分離、迅速な意思決定及び権限と責任の

明確化を図る観点から、執行役員制度を採用します。代表取締役社長及び一部の業
務担当取締役並びに各部門の長の中から選任された者は、執行役員として業務を執
行します。

ｃ．当社グループは、将来の事業環境を踏まえた中期経営計画を策定し、各部門におい
ては年度毎に予算を立案して、その達成に向け具体策を立案・実行します。また、
予算に対する実績管理を行うため、毎月１回予算と実績の差異分析及び対策を協議
するための会議を開催し、各部門の経営数値の進捗把握と適正な施策を決定しま
す。

ホ．当社子会社の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する事項
　子会社における経営上の重要事項については、「関係会社管理規程」及び「職務権限
規程」に基づき、当社への報告又は承認を必要とするほか、重要な事項については当社
取締役会で承認することとします。また、株主総会及び取締役会等の記録、毎月の業績
内容、その他重要な事項について当社へ報告することとします。

へ．監査役の職務を補助すべき従業員に関する事項
ａ．監査役の職務を補助すべき従業員の配置について、監査役から求められた場合は、

監査役と協議の上、合理的な範囲内で配置します。また、同従業員の任命、異動等
人事権に係わる決定は、監査役の事前の同意を条件とすることにより、取締役から
の独立性を確保します。

ｂ．監査役の職務を補助すべき従業員は、監査役会に所属し、指揮命令系統は監査役と
します。
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ト．監査役に報告する体制及び監査が実効的に行われることを確保するための体制
ａ．当社グループの役員及び従業員は、会社に著しい損害を及ぼす可能性のある事実、

法令違反等の不正行為、その他これに準ずる事実等を知った場合は、直ちに当社監
査役に報告を行います。また、当社子会社の役員又は従業員から同様の報告を受け
た者は、直ちに当社監査役に報告を行います。

ｂ．当社グループは、上記の報告を行った役員及び従業員に対して、当該報告を行った
ことを理由として、不利な取り扱いを行うことを禁止します。

チ．監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執
行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　監査役がその職務の執行につき、費用の前払等を請求した時は、請求にかかる費用又
は債務が当該監査役の職務の執行に必要でないことを証明した場合を除き、速やかに当
該費用又は債務を処理するものとします。

リ．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
ａ．監査役は必要に応じて、監査室と連携及び情報交換して職務にあたります。
ｂ．監査役は重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、取締役会の

他、必要と認める会議に出席すると共に、主要な稟議書、その他業務執行に関する
重要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役又は従業員等にその説明を求めます。

ｃ．監査役は、代表取締役社長、会計監査人とそれぞれ定期的に会合を行い、重要な課
題について意見交換を行います。

ヌ．反社会的勢力排除のための体制
　当社は、「丸和グループ行動憲章」及び「丸和グループ行動ルール」を遵守し、地域
社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体とは一切関係を持たないこと
を宣言します。不当な要求に対しては、弁護士や警察等とも連携し、毅然とした姿勢で
組織的に対応します。

② 業務の適正を確保するための体制の運用状況
　当社では、「内部統制システムの基本方針」に基づき、当社及び当社子会社の業務の適正
を確保するための体制整備とその適切な運用に努めております。当連結会計年度における
運用状況の概要は以下のとおりであります。
イ．コンプライアンス体制及びリスク管理について

　当社は、「リスク管理委員会」にて、各種法令等の遵守状況の審議、各種コンプライ
アンスにまつわる啓蒙活動や内部通報制度等の状況を確認し、必要に応じてコンプライ
アンス体制を見直しました。そのほか当社顧問弁護士等を講師とした各階層別におけ
るコンプライアンス研修、情報セキュリティ分野に特化したe－ラーニング等を実施
し、従業員への浸透を図っております。また、リスク管理体制においても同委員会に
て、各部署のリスク管理体制を評価し、改善・見直しを行いました。加えて、「見積・
契約審査委員会」にて見積り又は契約におけるリスク、「投資委員会」にて設備投資に
おけるリスクの把握と対策の審議を行いました。
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ロ．当社取締役会について
　取締役会は、社外取締役２名を含む取締役11名で構成しており、監査役も出席した
上で毎月開催し、経営上の重要な業務執行の決定及び取締役の職務執行の監督を行いま
した。また、当社は執行役員制度を採用しており、各執行役員は、社長の指揮・監督の
下、各自の権限及び責任の範囲で職務を執行しております。

ハ．当社の子会社管理について
　子会社管理については、「関係会社管理規程」及び「職務権限規程」に基づき、重要
な事項は当社取締役会にて審議を行いました。そのほか株主総会や取締役会等の記録、
毎月の業績内容、その他重要な事項の報告を受け、当社子会社の適正な業務運営及び当
社による実効性のある管理の実現に努めました。

ニ．監査役について
　監査役は、監査役会を原則として月１回開催し、監査に関する重要な事項の決議・報
告・協議を行いました。また、取締役会及び重要な会議への出席や稟議書等の閲覧、定
期的な会計監査人、監査室との連携及び情報交換等を行い、監査の実効性を確保してお
ります。

ホ．監査室について
　監査室は、業務執行部門から独立しており、社長の承認を受けた内部監査実施計画書
に基づき、法令及び内部規程等の遵守状況について、当社及び当社子会社の各部署を対
象に内部監査を実施いたしました。その結果及び改善状況は、社長に報告しておりま
す。

（３）剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要施策のひとつと位置づけており、安定的か
つ継続的な配当を行うことを基本方針としております。また、内部留保資金につきましては、
今後の財務体質の強化や業容拡大に対応する内部のインフラ整備、既存事業の強化及び新規
事業の展開等に投入してまいります。
　当期の期末配当につきましては、１株当たり10.95円とする予定で2020年６月29日開催
の第47回定時株主総会の決議事項として付議させて頂いております。中間配当につきまし
ては、１株当たり21.90円を実施しております。なお、当社は2019年10月１日付で普通株
式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。前述の中間配当は当該株式分
割前の実際の配当金の額を記載しております。
　また、次期の配当につきましては、増配及び創業50周年の記念配当を含む年間配当37.9
円、配当性向50.1％の予定であります。その内訳といたしましては、中間配当18.95円（普
通配当11.45円、記念配当7.5円）、期末配当18.95円（普通配当11.45円、記念配当7.5円）
を予定しております。
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連結貸借対照表
（2020年３月31日現在）

(単位：千円)
科　　目 金　額 科　　目 金　額

（資産の部） （負債の部）
流動資産

現金及び預金
受取手形及び売掛金
貯蔵品
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定
その他

無形固定資産
のれん
リース資産
ソフトウエア
その他

投資その他の資産
投資有価証券
長期貸付金
繰延税金資産
退職給付に係る資産
敷金及び保証金
その他
貸倒引当金

20,433,018
8,541,130

11,020,893
37,776

837,531
△4,314

27,990,258
19,640,076
8,295,808
2,681,118

770,185
6,540,656

509,225
804,409
38,671

1,422,353
171,859

4,368
929,889
316,236

6,927,828
4,728,380

88,211
253,791
271,584

1,402,189
231,323

△47,652

流動負債 16,414,277
支払手形及び買掛金 7,125,738
短期借入金 200,000
１年内返済予定の長期借入金 2,158,648
リース債務 190,011
未払法人税等 1,593,545
賞与引当金 601,268
訴訟損失引当金 18,600
未払金 3,799,921
その他 726,544

固定負債 5,680,883
長期借入金 2,679,730
リース債務 336,178
繰延税金負債 424,082
退職給付に係る負債 751,660
資産除去債務 598,166
役員株式給付引当金 8,354
従業員株式給付引当金 10,989
その他 871,720

負債合計 22,095,160
（純資産の部）

株主資本 25,551,714
資本金 2,660,814
資本剰余金 2,175,236
利益剰余金 21,327,545
自己株式 △611,882

その他の包括利益累計額 776,402
その他有価証券評価差額金 954,922
退職給付に係る調整累計額 △178,519

純資産合計 26,328,117
資産合計 48,423,277 負債・純資産合計 48,423,277
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連結損益計算書
（自2019年４月１日　至2020年３月31日）

(単位：千円)
科 目 金 額

売上高 98,348,739
売上原価 86,581,747

売上総利益 11,766,991
販売費及び一般管理費 4,572,907

営業利益 7,194,083
営業外収益

受取利息 3,178
受取配当金 71,280
受取保険金 47,880
助成金収入 16,833
その他 110,983 250,157

営業外費用
支払利息 19,097
リース解約損 10,598
訴訟関連費用 1,000
訴訟損失引当金繰入額 16,600
固定資産除却損 1,495
その他 2,849 51,641

経常利益 7,392,600
特別利益

投資有価証券売却益 574
固定資産売却益 26,111 26,686

税金等調整前当期純利益 7,419,286
法人税、住民税及び事業税 2,700,787
法人税等調整額 △99,588

当期純利益 4,818,087
非支配株主に帰属する当期純利益 －
親会社株主に帰属する当期純利益 4,818,087
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連結株主資本等変動計算書
（自2019年４月１日　至2020年３月31日）

(単位：千円)
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
2019年４月１日残高 2,657,368 2,171,790 17,798,513 △103,747 22,523,924
連結会計年度中の変動額

新株の発行(新株予約権の行使) 3,446 3,446 6,893
剰余金の配当 △1,289,056 △1,289,056
親会社株主に帰属する当期純利益 4,818,087 4,818,087
自己株式の取得 △508,134 △508,134
株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 3,446 3,446 3,529,031 △508,134 3,027,790
2020年３月31日残高 2,660,814 2,175,236 21,327,545 △611,882 25,551,714

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計
2019年４月１日残高 687,236 △177,591 509,644 23,033,569
連結会計年度中の変動額

新株の発行(新株予約権の行使) 6,893
剰余金の配当 △1,289,056
親会社株主に帰属する当期純利益 4,818,087
自己株式の取得 △508,134
株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額） 267,685 △928 266,757 266,757

連結会計年度中の変動額合計 267,685 △928 266,757 3,294,548
2020年３月31日残高 954,922 △178,519 776,402 26,328,117

－ 23 －

連結株主資本等変動計算書



貸借対照表
（2020年３月31日現在）

(単位：千円)
科　　目 金　額 科　　目 金　額

（資産の部） （負債の部）
流動資産

現金及び預金
受取手形
売掛金
貯蔵品
前払費用
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産

建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定

無形固定資産
商標権
リース資産
ソフトウエア
電話加入権
その他

投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
出資金
長期貸付金
破産更生債権等
長期前払費用
その他
貸倒引当金

17,768,676
7,789,355

129,268
7,069,821

21,378
450,930

2,308,175
△253

21,037,754
11,327,512
4,741,141

137,333
967,136
13,233

524,753
4,056,589

83,942
803,382
727,245

237
4,098

690,002
31,009
1,897

8,982,996
4,634,997
1,769,745

17,724
1,218,121

3,007
59,991

1,292,539
△13,130

流動負債 14,147,465
買掛金 6,855,563
短期借入金 1,891,636
１年内返済予定の長期借入金 1,878,384
リース債務 75,514
未払金 2,018,658
未払費用 100,969
未払法人税等 838,188
預り金 46,178
前受収益 108,967
賞与引当金 326,924
その他 6,479

固定負債 3,608,064
長期借入金 2,274,934
リース債務 22,530
繰延税金負債 25,585
退職給付引当金 373,186
資産除去債務 448,413
役員株式給付引当金 6,764
従業員株式給付引当金 9,361
その他 447,287

負債合計 17,755,529
（純資産の部）

株主資本 20,097,618
資本金 2,660,814
資本剰余金 2,175,236

資本準備金 2,175,236
利益剰余金 15,873,448

利益準備金 18,250
その他利益剰余金 15,855,198

別途積立金 912,000
繰越利益剰余金 14,943,198

自己株式 △611,882
評価・換算差額等 953,283

その他有価証券評価差額金 953,283
純資産合計 21,050,901

資産合計 38,806,431 負債・純資産合計 38,806,431
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損益計算書
（自2019年４月１日　至2020年３月31日）

(単位：千円)

科 目 金 額

売上高 67,457,126

売上原価 60,934,542

売上総利益 6,522,584

販売費及び一般管理費 2,404,239

営業利益 4,118,345

営業外収益

受取利息 16,585

受取配当金 1,182,095

その他 67,778 1,266,460

営業外費用

支払利息 15,396

リース解約損 4,356

固定資産除却損 1,495

その他 2,081 23,330

経常利益 5,361,475

特別利益

固定資産売却益 26,111

投資有価証券売却益 574 26,686

税引前当期純利益 5,388,161

法人税、住民税及び事業税 1,535,153

法人税等調整額 △38,589 1,496,563

当期純利益 3,891,598
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株主資本等変動計算書
（自2019年４月１日　至2020年３月31日）

(単位：千円)
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株　主
資　本
合　計資　本

準備金
資　本
剰余金
合　計

利　益
準備金

その他利益剰余金 利　益
剰余金
合　計別　途

積立金
繰越利益
剰余金

2019年４月１日残高 2,657,368 2,171,790 2,171,790 18,250 912,000 12,340,656 13,270,906 △103,747 17,996,316

事業年度中の変動額
新株の発行(新株予
約権の行使) 3,446 3,446 3,446 6,893

剰余金の配当 △1,289,056 △1,289,056 △1,289,056

当期純利益 3,891,598 3,891,598 3,891,598

自己株式の取得 △508,134 △508,134
株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 3,446 3,446 3,446 － － 2,602,542 2,602,542 △508,134 2,101,301

2020年３月31日残高 2,660,814 2,175,236 2,175,236 18,250 912,000 14,943,198 15,873,448 △611,882 20,097,618

評価・換算差額等
純資産合計その他有価証券

評価差額金
評価・換算
差額等合計

2019年４月１日残高 686,475 686,475 18,682,792

事業年度中の変動額
新株の発行(新株予
約権の行使) 6,893

剰余金の配当 △1,289,056

当期純利益 3,891,598

自己株式の取得 △508,134
株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額） 266,807 266,807 266,807

事業年度中の変動額合計 266,807 266,807 2,368,108

2020年３月31日残高 953,283 953,283 21,050,901
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書
2020年５月20日

株式会社丸和運輸機関
取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
東　　京　　事　　務　　所

指定有限責任社員
業務執行社員 公 認 会 計 士 福 田 慶 久 ㊞
指定有限責任社員
業務執行社員 公 認 会 計 士 山 川 幸 康 ㊞

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社丸和運輸機関の2019年４月１日から
2020年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連
結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、株式会社丸和運輸機関及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産
及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査
の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。
当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、
また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継
続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
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連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計
算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個
別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重
要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内
部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確
実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、
監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結
計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求め
られている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並び
に連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切
な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任があ
る。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は
軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき
利害関係はない。

以　　上
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会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書
2020年５月20日

株式会社丸和運輸機関
取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
東　　京　　事　　務　　所

指定有限責任社員
業務執行社員 公 認 会 計 士 福 田 慶 久 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公 認 会 計 士 山 川 幸 康 ㊞

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社丸和運輸機関の2019年４月１
日から2020年３月31日までの第47期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資
本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい
るものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査
の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当
監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
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計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類
等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に
又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が
あると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実
性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監
査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類
等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計
算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は
軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　　上
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監査役会の監査報告書　謄本
監　査　報　告　書

　当監査役会は、2019年４月１日から2020年３月31日までの第47期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作
成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取

締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
(2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、監査室その他

の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説

明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、
子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告
を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及
びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第
３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）に
ついて、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見
を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からそ
の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行
われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005
年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告

の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
(2）計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
(3）連結計算書類の監査結果

会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2020年５月21日
株式会社丸和運輸機関　監査役会

常勤監査役 田中 　茂 ㊞
監査役（社外監査役） 藤原 俊彦 ㊞
監査役（社外監査役） 岩崎 　明 ㊞

以　上
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案　剰余金の配当の件

　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策のひとつと位置づけており、安定
的かつ継続的な配当を行うことを基本方針としております。
　この方針に基づき、以下のとおり剰余金の配当をいたしたいと存じます。
　期末配当に関する事項
（１）配当財産の種類

金銭といたします。
（２）株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式　１株につき金10円95銭
総額　701,546,221円

（３）剰余金の配当が効力を生じる日
2020年６月30日

第２号議案　取締役11名選任の件
　取締役全員（11名）は、本総会の終結の時をもって任期満了となります。つきましては取締
役11名の選任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号 氏名 生年月日 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社

の株式数（株）

１ わ さ み
和佐見　

まさる
勝 1945年５月23日

1973年 ８月 (有)丸和運輸機関（現当社）設立

16,541,240

1973年 ９月 当社代表取締役社長
1988年 ２月 (株)関東丸和サービス（現(株)ジャパンクイックサ

ービス）代表取締役社長
1993年 ８月 昭和通運(株)（現(株)丸和通運）代表取締役社長
1995年11月 (株)関西丸和サービス（現(株)関西丸和ロジスティ

クス）代表取締役社長
1997年 ８月 (株)東北丸和サービス（現(株)東北丸和ロジスティ

クス）代表取締役社長
2002年 ４月 (株)四国丸和ロジスティクス（現(株)中四国丸和ロ

ジスティクス）代表取締役社長
2005年10月 (株)九州丸和ロジスティクス代表取締役社長
2009年 ６月 当社代表取締役社長最高経営責任者（ＣＥＯ）（現任）
2016年10月 (一社)ＡＺ－ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク代表理事（現任）
2017年 ５月 (一社)日本３ＰＬ協会会長（現任）
【取締役候補者とした理由】
　当社の創業者として長きに亘って当社グループの企業価値向上に貢献しておりま
す。また、取締役会議長として取締役会を適正に運営するとともに、経営の重要な
意思決定及び業務執行に対する監督機能を適切に果たしております。引き続き当社
の経営理念の実現及び中長期的な企業価値向上に向けた強いリーダーシップを発揮
するものと期待し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号 氏名 生年月日 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社

の株式数（株）

２ やまもと
山本　

てるあき
輝明 1948年11月24日

1971年 ４月 (株)日本長期信用銀行（現(株)新生銀行）入行

59,060

2002年 ６月 同行代表取締役専務取締役執行役員インスティテュー
ショナルバンキング部門長兼ＩＢ業務管理部長

2005年 ６月 (株)アプラス（現(株)アプラスフィナンシャル）代
表取締役社長最高経営責任者（ＣＥＯ）兼(株)新生
銀行取締役

2006年 ３月 全日信販(株)取締役会長
2007年 ３月 (株)アプラス取締役副会長兼(株)新生銀行取締役
2008年 ６月 新生信託銀行(株)代表取締役会長
2011年 ３月 当社顧問
2011年 ６月 当社取締役常務執行役員管理統括本部長
2012年 ６月 当社取締役専務執行役員管理統括本部長
2015年 ６月 当社取締役専務執行役員
2016年10月 (一社)ＡＺ－ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク理事

（現任）
2019年12月 当社取締役専務執行役員３ＰＬ食品物流統括本部

長兼３ＰＬ食品物流本部長（現任）
【取締役候補者とした理由】
　大手銀行及び大手企業の役員を歴任し、豊富な経験と幅広い知見を有しておりま
す。また、当社取締役を９年間に亘り務め、当社グループの企業価値向上に貢献し
ております。これまでの経験と実績から当社グループの更なる発展を牽引するもの
と期待し、取締役候補者といたしました。

３ くず
葛

の
野

 
　

まさ
正

なお
直 1962年９月29日

1985年 ４月 (株)埼玉銀行（現(株)埼玉りそな銀行）入行

－

2010年 ６月 同行取締役兼執行役員経営管理部長兼経営管理部
担当

2011年６ 月 同行取締役兼執行役員経営管理部担当兼コンプラ
イアンス統括部担当

2012年４ 月 (株)りそなホールディングス執行役信用リスク統
括部長兼リスク統括部副担当
(株)りそな銀行執行役員リスク統括部副担当兼信
託業務管理部副担当

2013年 ４月 同行執行役員年金信託部担当兼信託業務管理部担当
2014年 ４月 同行執行役員年金信託部担当兼信託業務管理部担

当兼信託ビジネス部副担当
2016年４ 月 りそなカード(株)専務取締役
2019年４ 月 当社顧問
2019年６ 月 当社取締役常務執行役員管理統括本部長（現任）
【取締役候補者とした理由】
　大手銀行の役員として経営管理・コンプライアンス・リスク管理等を担当し、豊
富な経験と知見を有しております。これまでの経験と実績から当社グループの更な
る発展を牽引するものと期待し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号 氏名 生年月日 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社

の株式数（株）

４ ふ じ た
藤田　　

つとむ
勉 1952年６月21日

1984年 ４月 新日本証券(株)（現みずほ証券(株)）入社

44,800

2006年 ５月 同社常務執行役員
2008年 ４月 (株)新光総合研究所（現(株)日本投資環境研究所）

取締役専務執行役員
2012年 ６月 当社顧問

当社取締役
(株)アズコムデータセキュリティ代表取締役社長

2014年 ７月 当社取締役常務執行役員経営戦略室長
2015年 ６月 当社取締役常務執行役員経営戦略統括本部長
2016年 ６月 当社取締役常務執行役員経営戦略統括本部長兼経

営戦略部長（現任）

【取締役候補者とした理由】
　大手証券会社における証券知識や財務コンサルティング等の豊富な経験を活かし
て経営戦略部門を担当しております。これまでの経験と実績から当社グループの更
なる発展を牽引するものと期待し、取締役候補者といたしました。

５ か わ だ
河田　

か ず み
和美 1961年１月23日

1984年 ３月 大恵信用金庫入庫

67,780

1992年 ２月 当社入社
2001年 ９月 当社経理部長
2007年 ７月 当社執行役員経理本部長
2009年 ４月 当社執行役員経理本部長兼総合企画本部長
2009年11月 当社執行役員経理本部長兼総合企画本部長兼法務部長
2010年 ６月 当社取締役執行役員管理統括本部副本部長兼経理

本部長兼総合企画本部長兼法務部長
2012年７ 月 当社取締役執行役員管理統括本部副本部長兼総合

企画部長
2013年４ 月 当社取締役執行役員管理統括本部副本部長兼総合

企画本部長
2015年６ 月 当社取締役常務執行役員管理統括本部長兼総務本

部長
2019年 ６月 当社取締役常務執行役員総務統括本部長兼総務本

部長（現任）
(株)丸和通運代表取締役社長（現任）

【取締役候補者とした理由】
　1992年より、経理部門や法務部門、総務部門、子会社の役員を歴任し、豊富な業
務経験を有しております。これまでの経験と実績から当社グループの更なる発展を
牽引するものと期待し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号 氏名 生年月日 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社

の株式数（株）

６ お ぐ ら
小倉　

と も き
友紀 1970年３月22日

1988年 ４月 当社入社

48,544

2005年 ７月 当社システム輸送事業部長
2010年 ６月 当社取締役執行役員運行システム事業本部長兼

運行システム事業部長
2011年 ４月 当社取締役執行役員業務統括本部副本部長補佐兼

運行システム事業本部長兼運行システム事業部長
2012年４ 月 当社取締役執行役員常温事業本部長兼運行事業部長
2013年 ４月 当社取締役執行役員常温物流運営本部長兼運行シ

ステム運営部長
2015年６ 月 当社取締役執行役員３ＰＬ物流統括本部長
2019年６ 月 当社取締役執行役員３ＰＬ物流統括本部長兼

ＢＣＰ物流支援企画部長（現任）
【取締役候補者とした理由】
　1988年より、運輸部門や３ＰＬ部門、運輸子会社の役員を担当し、豊富な業務経
験を有しております。これまでの経験と実績から当社グループの更なる発展を牽引
するものと期待し、取締役候補者といたしました。

７ はしもと
橋 本　

ひ で お
英雄 1969年10月22日

1988年 ４月 当社入社

65,248

1998年 ６月 (株)ジャパンクイックサービス出向東京本部長
2001年10月 同社取締役本部長
2003年 ９月 当社人事教育部長
2010年 ６月 当社取締役執行役員人事教育本部長兼人事教育部長
2012年 ６月 当社執行役員教育本部長兼教育部長
2014年 ６月 当社取締役執行役員教育本部長兼教育部長（現任）
【取締役候補者とした理由】
　1988年より、人事部門や教育部門、運輸子会社の役員を担当し、豊富な業務経験
を有しております。これまでの経験と実績から当社グループの更なる発展を牽引す
るものと期待し、取締役候補者といたしました。

８ た な か
田中　　

ひろし
博 1960年10月19日

1979年 ４月 (株)協和銀行（現(株)りそな銀行）入行

16,440

2004年 ８月 (株)埼玉りそな銀行熊谷駅前支店長
2006年 ４月 同行法人部グループリーダー兼埼玉北地域営業本

部グループリーダー
2008年７ 月 同行法人部グループリーダー兼埼玉東地域営業本

部グループリーダー
2012年４ 月 当社入社財務部長
2012年６ 月 当社執行役員財務本部長兼財務部長
2015年６ 月 当社取締役執行役員財務本部長兼財務部長兼ＡＺ

－ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク担当
2015年10月 当社取締役執行役員財務本部長兼ＡＺ－ＣＯＭ丸

和・支援ネットワーク担当
2016年11月 当社取締役執行役員財務本部長兼財務部長(現任)
【取締役候補者とした理由】
　大手銀行の財務・金融等豊富な経験を活かして財務部門や子会社の役員を担当
し、当社グループの企業価値向上に貢献しております。これまでの経験と実績から
当社グループの更なる発展を牽引するものと期待し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号 氏名 生年月日 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社

の株式数（株）

９ いわさき
岩﨑　

あきのり
哲律 1974年７月３日

1993年 ４月 当社入社

12,100

2015年 ６月 当社常温物流運営部長
2016年 ８月 当社執行役員常温物流運営部長
2017年 ６月 当社執行役員ＥＣ常温物流運営本部長兼ＥＣ常温

物流運営部長
2017年７ 月 当社執行役員ＥＣ常温物流運営本部長兼常温物流運営部長
2018
2018
2018

年
年
年

４
６
７

月
月
月

当社執行役員ＥＣ物流運営本部長
当社取締役執行役員ＥＣ物流運営本部長
当社取締役執行役員ＥＣラストワンマイル事業本部長
兼ＥＣラストワンマイルＭＱＡ開発部長

2020年 ４月 当社取締役執行役員ＥＣ事業本部長（現任）
【取締役候補者とした理由】
　1993年より、運輸部門や３ＰＬ部門、ＥＣ部門、運輸子会社の役員を担当し、豊
富な業務経験を有しております。これまでの経験と実績から当社グループの更なる
発展を牽引するものと期待し、取締役候補者といたしました。

10 ひ ろ せ
廣瀬　　

はかる
權 1942年12月７日

1966年 ４月 警察庁入庁

1,200

1985年 ８月 大阪府警察本部刑事部長
1989年 ６月 内閣総理大臣秘書官
1989年 ８月 岡山県警察本部長
1990年 ９月 警視庁刑事部長
1992年 ４月 警察庁暴力団対策部長
1994年 ９月 警視庁副総監
1996年 ７月 大阪府警察本部長
1998年 ４月 全日本空輸(株)常勤顧問
2001年 ９月 預金保険機構理事
2009年 ９月 (財)警察協会（現(公財)警察協会）専務理事
2014年 ６月 当社社外取締役（現任）
【社外取締役候補者とした理由】
　警視庁副総監をはじめ要職を歴任され、豊富な経験と幅広い見識を有しており、
会社経営の経験はございませんが、その専門的な経験と見識を当社経営体制の強化
に活かしていただけることを期待し、社外取締役候補者といたしました。

11 やまかわ
山川　

ゆ き お
征夫 1944年４月22日

1969年 ４月 (株)三菱銀行（現(株)三菱UFJ銀行）入行

2,000

1997年 ６月 (株)東京三菱銀行（現(株)三菱UFJ銀行）取締役
1998年 ６月 ダイヤモンド信用保証(株)取締役社長
2002年 ６月 (株)整理回収機構取締役副社長
2008年 ６月 西武鉄道(株)代表取締役副社長
2010年 ３月 (株)小野測器監査役
2010年 ６月 (株)百五銀行監査役
2013年 ９月 (株)ジョイフル本田取締役コンプライアンス担当
2015年 ９月 (株)ジョイフル本田取締役コンプライアンス・特命

事項担当
2016年 ６月 当社社外取締役（現任）
【社外取締役候補者とした理由】
　大手銀行や大手小売業の役員などを経験し、豊富な会社経営によって培われた見
識を有しております。当社グループの企業価値向上に向けて、株主・投資家目線か
らの監督機能や助言に加え、経営陣の迅速・果敢な意思決定への貢献を期待し、社
外取締役候補者といたしました。
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（注）１．各候補者と当社との間には特別な利害関係はありません。
２．廣瀬權及び山川征夫の両氏は、社外取締役候補者であります。
３．廣瀬權氏の当社社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって６年となります。
４．山川征夫氏の当社社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって４年となります。
５．廣瀬權及び山川征夫の両氏は、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしてお

りますので、独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
６．当社では社外役員の要件として、一般株主と利益相反の生じるおそれのない者であること、また、取

締役会等において率直で活発な意見提示ができ、かつ当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向
上に貢献できる者であることとしております。

７．当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、廣瀬權及び山川征夫の両氏との間において、同法第
423条第１項の賠償責任を限定する責任限定契約を締結しており、当該契約に基づく賠償責任の限度
額は、法令が規定する額であります。両氏の選任が承認された場合は、当該契約を継続する予定です。

８．取締役候補者のうち現任の当社取締役及び執行役員における重要な兼職の状況は、事業報告の４．会
社役員に関する事項（１）取締役及び監査役の状況に記載のとおりであります。

以　上
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〈メ　モ　欄〉

－ 38 －

メモ



〈メ　モ　欄〉
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株主総会会場ご案内図
会場：埼玉県吉川市旭７番地１　株式会社丸和運輸機関 本店６階会議室
電話：048-991-1000（代表）
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本社外観

【交通機関】
■ＪＲ武蔵野線 吉川駅北口よりバス（ジャパンタローズ「東埼玉テクノポリス行き」）に乗車し「旭地区セ

ンター」にて下車（所要時間20分程）後、徒歩３分
■タクシーの場合は、ＪＲ武蔵野線 吉川駅（北口）より15分程
※ 吉川駅北口付近より当社まで、シャトルバス（無料送迎）が運行しております。無料送迎バスの運行時刻は、8：45、9：00、

9：20です。
※ 駐車場には限りがございますので、可能な限り公共交通機関をご利用くださいますようお願い申し上げます。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

地図


